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１．マイクロ水力発電の現状と調査の目的

○ 大水力から中小水力の導入にシフト
近年では新エネルギーの区分けとなる出力1,000[kW]以下の小水力
の導入検討が進む

○ 中小水力は，大水力の延長でノウハウの共有・蓄積があるが、
出力100[kW]以下となるマイクロ水力は，まだ未開拓で今後の幅広
い導入が可能

○ 本県は水力発電に対する高いポテンシャル（資源エネルギー庁調査
の包蔵水力量が全国第4位）を有することから，地域資源を有効活用
した再生可能エネルギーの導入につながる可能性有

○ 産業面において新規参入の可能性があり、地域活性化も期待

マイクロ水力（100[kW]以下）を中心に導入可能性調査を実施
（マイクロを超える規模のものは事例等を参考記載）

水力発電の現状
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２．マイクロ水力発電の特徴

○ クリーンなエネルギー：

低CO2排出量のエネルギーであることを，ライフサイクル
CO2排出量の比較にて提示

○ ローコストなエネルギーの可能性：

あらゆる局面でコストダウンを実施して，建設コストを下げ
ることで，従来不可能だった地点が開発可能になる

ローコスト

クリーン

急流工利用の例■マイクロ水力発電の最大の特徴は，
『既に存在する水』の持つ
『未利用エネルギー』を利活用すること 用水路にある「急流工」に潜

む未利用エネルギーを活か
したマイクロ水力発電事例

上流に水槽を設置し，管路を
敷設して水車に導水する方
式さらなる特徴

資料提供：東京発電(株)
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３．マイクロ水力発電の導入事例

○ 小河川、農業用水、上水道、下水道等の水種が導入の対象

○ 水種の管理主体である団体等が事業者として考えられるほか、民間企業との
役割分担による共同事業体の手法も見られ、新たな導入モデルとして注目

（１）マイクロ水力発電が適用される水種，事業体

○ 関係法令には，河川法（国土交通省）と電気事業法（経済産業省），その他が
存在し、一部に規制緩和の動き

（２）導入にあたって適用される関係法令

○ マイクロ水力発電設備の全国的データを取りまとめたデータはないが、近年、
発電方式や取水方式など特徴的な事例が出現
（例示事例数：１６ ～ 100[kW]を超える規模のもの含む）

（３）マイクロ水力発電の取組・導入事例

○ 新潟県下のマイクロ水力導入事例として、上越市上水道，
魚沼市温泉水，六日町砂防ダムの３つが存在

（４）新潟県におけるマイクロ水力発電
主な事例を

紹介
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都留市家中川発電所 南アルプス市金山沢発電所
岩手県一関市照井発電所

川崎市鷺沼発電所 高崎市若田発電所

小河川・砂防ダム

農業用水

上 水 道

■ マイクロ水力発電の取組・導入事例 (抜粋)

流調弁バイパス方式 水道原水利用方式

砂防えん堤活用方式小河川直設置方式

新潟県魚沼市駒の湯山荘

温 泉 水

導入事例の詳細は報告書を参照

資料提供：下段右；信州大学 他；東京発電(株)
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４．マイクロ水力発電における現状分析と展望

○ 国では小水力発電の今後の普及拡大の方針が示され、経済産業省と農林水産省を中心に小
水力発電導入支援策を実施

○ 新潟県でも，新エネルギー導入助成制度があり，小水力発電の導入に活用が可能

（１）マイクロ水力発電（小水力発電） 動向

○ 収益追求、街おこし等、発電設備導入の目的の明確化が重要で，この視点に立った検討を進
めることにより電力の使途も決定

○ また、発電規模の大きさにより、売電、自己消費の区分がされる場合あり

（２）マイクロ水力発電 電力の使途

○ 導入に向けた主な課題としては，「適した地点の発掘とその評価が容易ではないこと」「水利
権の取得手続に時間を要したり、難しい場合があること」「資機材価格の不透明さ、高コスト感
があること」「全量買取制度の動向が現時点で不透明であること」などがあげられる

（３）マイクロ水力発電 現状での課題

○ 関連産業面では，水車製造等機器製造分野は未開拓であり、土木工事、メンテナンス等を含
め、新規参入の可能性あり

○ また、事業資金面において地域金融機関と連携することにより事業の「地域内完結性」が強化
され、地域主体の導入促進が可能

（４）新マイクロ水力発電 関連産業の現状

○ 地域振興（街おこし）の例として，長野県松本市波田（旧波田町）の取組

（５）マイクロ水力発電を契機とした地域産業の振興，発展事例
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５．導入モデルの選定

水種ごとに評価を行い

導入モデル地点 ７地点 を選出

●河川･砂防ダム：１地点
●農業用水：２地点（２種類）
●上下水道：各１地点 計２地点
●その他：２地点（２種類）

流雪溝という独自水路ながら，課題克服により波及効果が見られる南魚沼市永松五十沢キャンプ場その他

県下で最大規模であり，課題克服により他の範となる魚沼市小出島小出市街流雪溝放水路その他

上水道として見込みが高く，ぜひモデル地点として精査すべき地点新潟市東区新潟浄化センター下水道

下流地点との合体で経済性向上も可能な地点柏崎市赤坂赤坂山浄水場上水道

導水管敷設形式の代表として選定する魚沼市中家池平用水路急流工農業用水

落差工に直設置する形式の代表として選定する阿賀野市寺社福島潟西部幹線用水路１号落差工農業用水

湯之谷温泉郷内でアクセスも良く，多類似地点への波及効果も高い魚沼市下折立折立又川砂防ダム河川・砂防ダム

備考市町村名地点名水種別

選出結果

○ 県内に広くマイクロ水力発電を普及させていくためには，他への波及効果が期待
できる“分かりやすい”事業モデルを作り，それを情報発信していくことが重要

○ 県の関係部署及び市町村がモデル検討の候補地点として46箇所を推薦
○ ４６箇所のデータを基に発電想定計画を整理し、「経済性」「波及性」のほか、「水
種別特徴による判断ポイント」の３つの評価基準を策定
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６．モデル検討の手法

○ 概略検討を実施し、水車形式及び水路ルートを選定

○ 発電規模、発電量を想定し、全体建設費（機器経費、工事費等）、維持管理費
（電気主任技術者委託料、修繕費等）を算定

（１）モデルの概略検討手法

○ 「経済性」「二酸化炭素削減量」「環境学習への機会提供頻度」「地域振興へ
の影響」「その他」の５つの評価項目を設定

○ 経済性については、単年度収支（収入額-支出額（維持管理費））と投資回収
年（補助金を除く建設費／単年度収支）を設定

（２）検討地点に対する評価手法

○ 売電収入については、ＲＰＳ電源買取価格（7.8[円／kWh]）、全量買取価格の
想定価格（15or20[円／kWh]）のパターンを採用

○ 国の補助金が現時点で来年度以降見込めるものについては算入

○ 発電電力の使途として、電力消費施設が想定されるものは全量自己消費と
全量売電の２パターンを設定（それ以外は全量売電）

（３）検討の前提条件，電力の使途等
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７．導入モデルの検討

五十沢キャンプ場

小出市街流雪溝
放水路

新潟浄化センター

赤坂山浄水場

池平用水路急流工

福島潟西部幹線
用水路１号落差工

折立又川砂防ダム

地点名

16
(8)

24
(12)

21
(11)

32
(16)－－－△98.717629

○

○

－

△

－

－

△

地域
振興
への
影響

○

○

○

○

△

△

○

環境
学習
効果

将来参考建設費現行建設費

全量買取制度
現行
RPS
制度

116

41

44
(22)

5

30
(15)

14
(7)

10

20円

154

55

58
(29)

7

39
(20)

19
(10)

13

20円

1500

86

74
(37)

7

53
(27)

20
(10)

14

15円15円

2000

114

98
(49)

9

70
(35)

27
(14)

19

売電

－

－

－

18

－

70
(35)

54

自家
消費

15413.4243南魚沼
市

その
他

－26.9486魚沼市
その
他

168
(84)35.9648新潟市

下水
道

11247.444155柏崎市
上水
道

－57.710317

魚沼市
農業
用水

－54.99820阿賀野
市

農業
用水

－125.622431魚沼市
砂防
ダム

投資回収年 「（）表記は補助金制度適用後の値」

CO2削
減効果

[t-CO2/年]

発電
電力量
[MWh]

出力
[kW]

市町村
名

種別

※投資回収年の将来参考価格は建設費25%ダウン想定時

結果の一覧
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８．導入モデル地点からの考察

○ 単年度収支では，すべてのモデルが黒字化（全量買取価格15[円／kWh]の場合）

○ モデル１、２，３，４の投資回収年数（全量買取価格15[円／kWh]の場合）は、概ね
20年以内
さらに全量買取価格が20[円／kWh]の場合や建設費の▲２５％を想定した試算で
は回収年数がほぼ15年以内となり、経済性が一層向上

○ モデル５、６、７では，いずれの試算においても20年以上の投資回収年数結果
コスト削減のため、街おこし補助金や環境関係等の補助金の活用を目指すことや
産学連携、地域の協力（無償の役務提供等）による建設コスト削減を図ることにより、
回収年数の大幅な縮小の可能性

○ マイクロ水力発電の導入により、エネルギーの地産地消が図られ、地球環境の保
全に貢献可能 （環境を主目的にした導入）

○ さらに、発電した電力を地域の魅力を高める資源として考え、観光や街おこしに活
用することを主目的にするケースもあり、一定の経済性の確保の下での事業化の
可能性
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９．まとめ

○ これまでは，収益性が高い100[kW]以上の大規模の調査が行われてきたが，本調査では，こ
れまで行ってこなかった100[kW]以下の小規模を中心に，普通河川や農業用水など様々な水
種別において幅広い調査を実施。

○ 全国的に成功事例が少ない中、本調査で新潟県内におけるマイクロ水力発電の導入候補の
46地点を選定し，それらの中から実現可能性の高い７地点をモデル検討したところ，全ての地
点において単年度収支の検討結果が黒字となったこと，また，その内半数のモデルについて
全量買取制度下において投資回収年を水車発電機の耐用年数である20年以内になる結果を
得たことで，100[kW]以下の規模のものでも経済性が見込まれ，事業化の可能性が示された
ことは，今後のマイクロ水力発電の発展につながる。

○ 関連産業面については，現在，水車製造等機器製造分野は未開拓であり，土木工事，メンテ
ナンス等を含め新規参入の可能性がある。マイクロ水力発電の発展のためには，普及の取
組と産業的取組を車の両輪としてバランス良く進めていくことが肝要と考察。

○ 本調査を契機に，県内各地でマイクロ水力発電の様々な取組により導入が進められ，地域資
源を有効に活用した再生可能エネルギーの導入や，産業面における市場拡大と新規参入に
よる地域活性化が促進されるよう，今後，更なるマイクロ水力発電の展開が望まれる。
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新潟県産業振興課新エネルギー資源開発室

〒950-8570 新潟市中央区新光町4番地1
電話： 025-280-5257  内線： 2832
ファクシミリ： 025-280-5508  

※無許可の転載・複製を禁止します

本調査は独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の平成２２年度「地域新エネルギー・省エネルギービジョン策定等事業」の補助により実施しました


